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１． 自立活動とは
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個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学
習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するため
に必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身
の調和的発達の基盤を培う。

特別支援学校学習指導要領 自立活動 第７章第１

自立活動の目標
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学校の教育活動全体を通して、児童生徒が障害による学習上又
は生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要とされる知
識・技能、態度及び習慣を養い、心身の調和的発達の基盤を培う
（※２）ことによって、自立（※１）を目指すこと

※１ 「自立」とは、児童生徒がそれぞれの障害の状態や発達の段階等に応じ
て、主体的に自己の力を可能な限り発揮し、よりよく生きていこうとすること

※２ 「調和的発達の基盤を培う」とは、一人一人の児童生徒の発達の遅れや
不均衡を改善したり、発達の進んでいる側面をさらに伸ばすことによって
遅れている側面の発達を促すようにしたりして、全人的な発達を促進する
こと

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 自立活動編 P49

自立活動の目標
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特別支援学級における特別の教育課程（第１章第４の２の（１）のイ）

イ 特別支援学級において実施する特別の教育課程については、次のとおり編成
するものとする。

（ア）障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るため、特別支援学校
小学部・中学部学習指導要領第７章に示す自立活動を取り入れること。

（イ）児童生徒の障害の程度や学級の実態等を考慮の上、各教科の目標や内容を
下学年の教科の目標や内容に替えたり、各教科を、知的障害者である児童に対す
る教育を行う特別支援学校の各教科に替えたりするなどして、実態に応じた教育課
程を編成すること。
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各教科 道徳科 外国語活動 総合的な学習の
時間 特別活動

教育課程上の位置付け

小学校

自立活動各教科 道徳科 外国語活動 総合的な学習
の時間

特別活動

各教科 道徳科 総合的な学習の
時間 特別活動

中学校

各教科 道徳科 総合的な学習
の時間 特別活動 自立活動

※自立活動において授業時数の標準を示されていないが、児童生徒の実態に応じて適切な授業時数を確保する

通常の学級

特別支援学級
通級による指導

通常の学級

特別支援学級
通級による指導

５



自立活動の指導は、障害による学習上又は生活上の困
難を改善・克服し、自立し社会参加する資質を養うため、
自立活動の時間はもとより、学校の教育活動全体を通じ
て適切に行うものとする

教育活動全体
各教科等に
おける指導

自立活動
時間における指導

自立活動
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障害の特性：感覚過敏

実態の把握
・音がうるさいから、耳をふさぐ？
・音をコントロールしている？
・音の響きを楽しでいる？

耳栓の使い方を指導することで、
自分でコントロールすることを学ぶ。
また、状況に応じて、耳栓を使用することの許可を
得るために周囲に伝えることも指導する。

POINT：苦手な事は避ける、しない、させないというこ
とではなく、目標を達成できる手段や方法を指導する。

自立活動（時間における指導）

３ 人間関係の形成 （３）自己の理解と行動の調整に関すること
４ 環境の把握 （２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること

（３）感覚の補助及び代行手段の活用に関すること
６ コミュニケーション（１）コミュニケ―ションの基礎的能力に関すること
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「ろうか」をあるくとき のやくそくです。
「ろうか」は、みぎがわを あるきます。走りません。

みぎもひだりもとおれないときは、
「すみません。とおります」といって、
あいたところを あるいていいです。

みぎがわ を とおれないときは、
ひだりがわ を あるいていいです。

障害の特性：こだわり
ルーティン

３ 人間関係の形成
（３）自己の理解と行動の調整に関すること
４ 環境の把握
（２）感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること

実態の把握
・いつも違うことがあるとパニック？
・他の方法を知らない？
・伝え方を知らない？

POINT:一つ一つ丁寧に、ルールやマナー、対処方法など
スモールステップで指導する。
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自立活動（各教科等における指導）

国語科 算数科

板書の写し方
発表の仕方
話し合いの方法
待つこと
たずねること
集中すること
最後までやり遂げること
他者の考えや気持ちを知ること

など

特性を生かした教科指導＋自立活動

２ 心理的な安定（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること
３ 人間関係の形成（３）自己の理解と行動の調整に関すること
４ 環境の把握（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること
６ コミュニケーション（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること

POINT：目標を達成するために自分なりの手段や
方法を理解し活用できるように指導する。
特性を生かした支援方法を取り入れる。
自己肯定感を高める指導を行う。
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自立活動（教育課程外での指導）

社会的マナー 衛生面
コミュニケーション
役割と責任 手先の巧緻性

手順書

手順書をみながら、最後まで主体的に
活動できるように

１ 健康の保持（１）生活リズムや生活習慣に関すること
２ 心理的な安定（２）状況の理解と変化への対応に関すること

（３）障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること
３ 人間関係の形成（３）自己の理解と行動の調整に関すること
６ コミュニケーション（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること

POINT：主体的に活動できるような手立てを行う。
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２． 合理的配慮と自立活動
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「共生社会」の実現のために

障害者差別解消法

障害のある人もない人も、互いに、その人らしさを
認め合いながら共に生きる社会

「合理的配慮の提供」

障害のある人は、社会の中にあるバリアによって生活しづらい場合があります。
この法律では、役所や事業者に対して、障害のある人から、社会の中にあるバリア
を取り除くために何らかの対応を必要としているとの意思が伝えられたときに、負
担が重すぎない範囲で対応することを求めています。

内閣府：「合理的配慮」を知っていますか？

共生社会とは

合理的配慮
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合理的配慮

「合理的配慮」とは，障害のある子どもが，他の子どもと平等に
「教育を受ける権利」を保障するために，学校の設置者及び学校
が必要かつ適当な変更・調整を行うことです。

宮城県総合教育センター
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自立活動としては、障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するた
めに、幼児児童生徒が、困難な状況を認識し、困難を改善・克服するために必
要となる知識、技能、態度及び習慣を身に付けるとともに、自己が活動しやす
いように主体的に環境や状況を整える態度を養うこと

弱視の児童が、他の児童と平等に授業を受けられるよ
う、教師が拡大したプリントを用意すること

合理的配慮

自立活動

この児童がプリントの文字が見えにくいという学習上の困難を主
体的に改善・克服できるよう、弱視レンズ等を活用するために、
知識、技能、態度及び習慣を養うことを目的に指導すること

特別支援学校学習指導要領 自立活動編 解説P16

合理的配慮と自立活動に関わり
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合理的配慮
（学びへのアクセス）

独立行政法人
国立特別支援教育総合研究所

POINT：
自己理解を図り、将来
的には、合理的配慮の
提供について、自分から
周りの人へ伝える力を
培う。
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自己理解 （２）自分の良いところ、課題となるところ等を理解する

⑩認める・誉める

③様々な場面や課題
を設定し、具体的に、
良いところを言葉で
伝える

⑥苦手なことへの対
応のほか、好きなこ
と、得意なことを伸
ばす

⑤適切な言動を評価す
る

⑪他者の考えを知る

⑨自分を客観的に見れ
るよう支援する

⑬実際のトラブルを指
導に活かす

（３）自分に必要な対応を理解する

⑭対応の仕方を考える ⑮ＳＳＴをおこなう

（４）成功体験の積み重ね、自信をもつ

④集団の中で成功体験
を積める活動を設定す
る

⑫自信を持てるよう支
援する

（５）自己肯定感をもつ

⑧自己肯定感を高める

（１）なりたい自分について考える

⑦教員との関係を築く ①学校での学習や生
活場面の振り返りを
通し、自分の言動や
気持ち、感情につい
て一緒に考え、自分
についての理解を深
める

②在籍学級の担任や保
護者と連携し、本人の
様子や困りごとを確認
したり、本人と困りご
とについて話をする

主体的に自己の力を可
能な限り発揮しながら、
よりよく生きる

日々の
行動選択

未来に向
けた意思
決定

独立行政法人
国立特別支援教育総合研究所
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３． 自立活動の内容
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指導の内容は、６区分2７ 項目に分類・整理されています。
これらを相互に関連付けて、各教科等と密接な関連を保ち、適切
な指導計画のもとに行う必要があります。
特別支援学級に在籍する児童生徒の場合は、その障害によって、
日常生活や学習場面において様々なつまずきや困難が生じるこ
とから、自立活動の指導は重要となります。

個別の指導計画に基づく自立活動の指導は、個別指導の形態で行われる
ことが多いが、指導目標（ねらい）を達成する上で効果的である場合には、
幼児児童生徒の集団を構成して指導することも考えられる。しかし、自立活
動の指導計画は個別に作成されることが基本であり、最初から集団で指導
することを前提とするものではない点に留意することが重要である

特別支援学校学習指導要領 自立活動編 P24

実施にあたって…

１８



１ 健康の保持
（１） 生活リズムや生活習慣に関すること。
（２） 病気の状態の理解と生活管理に関すること。
（３） 身体各部の状態の理解と養護に関すること。
（４） 障害の特性の理解と生活環境の調整に関すること。
（５） 健康状態の維持・改善に関すること。

２ 心理的な安定
（１） 情緒の安定に関すること。
（２） 状況の理解と変化への対応に関すること。
（３） 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する意欲に関すること。

３ 人間関係の形成
（１） 他者とのかかわりの基礎に関すること。
（２） 他者の意図や感情に理解に関すること。
（３） 自己の理解と行動の調整に関すること。
（４） 集団への参加の基礎に関すること。

具体的指導内容
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４ 環境の把握
（１） 保有する感覚の活用に関すること。
（２） 感覚や認知の特性についての理解と対応に関すること。
（３） 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること。
（４） 感覚を総合的に活用した周囲の状況についての把握と状況に応じた行動に関すること。
（５） 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。

５ 身体の動き
（１） 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること。
（２） 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関すること。
（３） 日常生活に必要な基本動作に関すること。
（４） 身体の移動能力に関すること。
（５） 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること。

６ コミュニケーション
（１） コミュニケーションの基礎的能力に関すること。
（２） 言語の受容と表出に関すること。
（３） 言語の形成と活用に関すること。
（４） コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。
（５） 状況に応じたコミュニケーションに関すること。

特別支援学校学習指導要領 自立活動編 ２０



自立活動の内容は、人間としての基本的な行動を遂行するた
めに必要な要素と、障害による学習上又は生活上の困難を改
善・克服するために必要な要素を検討し、その中の代表的な
ものを項目として六つの区分の下に分類・整理したもの

自立活動の内容は、各教科等のようにそのすべてを取り扱うも
のではなく、個々の幼児児童生徒の実態に応じて必要な項目
を選定して取り扱うものである。

２-1
情緒の安定に関すること

3-２
他者の意図や感情
の理解に関すること

6-1
コミュニケーションの基
礎的能力に関すること

具体的指導内容

学習指導要領に示された内容

一方的に話すことを調整しながら、伝え
たいことを整理して話すことができる ２１



「人間としての基本的な行動を遂行するために必要な要素」

「障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するため
に必要な要素」

例えば、食べること、視覚や聴覚を活用すること、歩くことなど
生活を営むために基本となる行動に関する要素

例えば、視覚障害ゆえの見えにくさを改善する方法を身に付ける
こと、あるいは、病気の進行を予防するための自己管理の仕方を
学ぶこと
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自立活動（具体的な指導内容例）

佐賀県教育センター資料に西部教育事務所加筆

特別支援学校学習指導要領 自立活動編 を障害種別にまとめてあり
ます
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＜自己研鑽のための参考資料＞

独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所（NISE）

・特別支援教育の基礎・基本
・障害種別の研究
・実践事例
・特別支援教育教材ポータルサイト 等

また、
○NISE 学びラボ（インターネットによる講座配信）
○発達障害教育推進センター（発達障害の理解・支援 等）
○インクルＤＢ（「合理的配慮」実践事例データベース）
○特別支援教育リーフシリーズ（まずはここから① 等）
〇すけっと（知的障害特別支援学級担任のための授業づくりサポートキット）

など 多数の資料が掲載されています。
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この研修についての質問は、SEI-NETメールにて受け付けます。

宛先：西部教育事務所

※ＣＣに管理職の先生をつけてください。
※質問等に関しては、市町教育委員会と共有します。

バックアップ

事務所員が直接訪問させていただき、学校の様々なニーズにお応えします。
まずは、お電話でご相談ください。また、西部教育事務所HP内の「バック
アップ要請書」をご覧ください。
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